
令和７年６月定例教育委員会 会議次第

日時 令和７年６月５日（木）

午前９時から

場所 北庁舎 第５会議室

１ 開会宣言

２ あいさつ（教育長報告）

３ 議事録署名者の指名

（川上委員）

４ 決定承認事項

⑴ 長久手市学校運営協議会規則の制定について 〔資料１ 教育総務課〕

⑵ 長久手市古戦場記念館条例施行規則の制定について 〔資料２ 生涯学習課〕

⑶ 長久手古戦場野外活動施設条例施行規則の一部改正について

〔資料３ 生涯学習課〕

⑷ 文化財の指定について 〔資料４ 生涯学習課〕

５ 報告事項

⑴ 後援・推薦名義専決処分の報告 〔資料５ 教育総務課〕

⑵ 教育委員会及び関係各課からの報告

ア 生涯学習課 〔資料６〕

イ みどりの推進課（平成こども塾） 〔資料７〕

ウ 中央図書館 〔資料８〕

エ 給食センター 〔資料９、資料１０〕

オ 教育総務課 〔資料１１、資料１２〕

６ 報告事項【非公開】

就学援助認定者数報告

７ 今後の予定

⑴ ６月合同校長会

６月１０日（火）午前９時３０分から ながくてエコハウス

⑵ 愛知県市町村教育委員会連合会定期総会及び研修会

７月３日（木）午後１時３０分から 愛知学院大学

⑶ 全国市町村教育委員会連合会 第１回副会長会議（川上委員）

７月４日（金）午前１０時から 東京都

⑷ 全国市町村教育委員会連合会 第２回常任理事・理事会（川上委員）

７月４日（金）午後１時から 東京都

⑸ ７月定例教育委員会

７月８日（火）午前９時から 第５会議室



⑹ ７月意見交換会

７月３１日（木）午前１０時から 北中学校

⑺ ８月定例教育委員会

８月７日（木）午前９時から 第５会議室



別紙

長久手市教育委員会規則第 号

長久手市学校運営協議会規則

（目的）

第１条 この規則は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭和３１年

法律第１６２号。以下「法」という。）第４７条の５に規定する学校運営協

議会（以下「協議会」という。）について、必要な事項を定めることを目的

とする。

（趣旨）

第２条 協議会は、長久手市立小学校及び中学校(以下「学校」という。)の運

営及び当該運営への必要な支援（以下「運営等」という。)に関して協議する

機関として、長久手市教育委員会（以下「教育委員会」という。)及び校長の

権限及び責任の下、保護者及び地域住民等の学校運営への参画や保護者及び

地域住民等による学校運営への支援及び協力を促進することにより、学校、

保護者及び地域住民等の間の信頼関係を深め、学校運営の改善や児童及び生

徒の健全育成に取り組むものとする。

（設置）

第３条 教育委員会は、前条の趣旨を踏まえ、その所管に属する学校ごとに協

議会を置くものとする。ただし、教育委員会が２以上の学校の運営に関し相

互に密接な連携を図る必要があると認める場合には、２以上の学校について

１つの協議会を置くことができる。

２ 教育委員会は、協議会を置こうとするときは、当該協議会が運営等に関し

て協議する学校（以下「対象学校」という。）を明示し、当該対象学校に対

して通知するものとする。

３ 教育委員会は、協議会を置こうとするときは、対象学校の校長、保護者（対

象学校に在籍する児童又は生徒の保護者をいう。以下同じ。)及び地域住民等

(対象学校の所在する地域の住民等をいう。以下同じ。)の意見を聞くものと

する。

（学校運営に関する基本的な方針の承認）

資料１



第４条 対象学校の校長は、次に掲げる事項について毎年度基本的な方針を

作成し、協議会の承認を得るものとする。

⑴ 教育課程の編成に関すること。

⑵ 学校経営計画に関すること。

⑶ 組織編成に関すること。

⑷ 学校配当予算の編成及び執行に関すること。

⑸ 学校施設等の管理及び整備に関すること。

２ 前項に規定する事項について、承認が得られなかった場合は、議論を尽

くして、成案を得るように努めるものとする。

３ 第１項に規定する事項について、協議会の運営が著しく適性を欠いてい

ること等を理由に承認が得られない場合において、対象学校の校長は、承

認を得ずに、学校運営を行うことができる。

４ 前項の状況が継続する場合には、第１８条の規定に基づき、教育委員会

は協議会の運営を一時的に停止させ、運営の改善に向けた指導を行う等の

措置を講じる。

（学校運営等に関する意見の申し出）

第５条 協議会は、第２条に規定する協議会の設置の趣旨を踏まえ、対象学

校の運営に関する事項について、教育委員会又は対象学校の校長に対して

意見を述べることができる。

２ 協議会は、対象学校の教職員の任用に関する意見（運営改善に資する建

設的な意見に限る。)を教育委員会に述べ、又は教育委員会を経由して愛知

県教育委員会に述べることができる。ただし、個人を特定して意見を述べ

ることはできない。

３ 協議会は、前２項の規定により教育委員会又は愛知県教育委員会に対し

て意見を述べるときは、あらかじめ対象学校の校長の意見を聴取するもの

とする。

（学校運営等に関する評価）

第６条 協議会は、対象学校の運営状況等について毎年度評価を行うものと

する。



（住民の参画の促進等のための情報提供）

第７条 協議会は、対象学校の運営について、地域住民等の理解、協力、参画

等が促進されるよう努めるものとする。

２ 協議会は、対象学校の運営等に関し、保護者及び地域住民等の理解を深め、

連携及び協力を推進するため、対象学校の運営等に関する協議の結果につい

て地域住民等へ積極的に情報提供するよう努めなければならない。

（組織）

第８条 協議会は、会長、副会長及び委員をもって構成する。

２ 会長は、委員の互選により選任する。副会長は会長が指名する。ただし、

対象学校の校長は、会長又は副会長に選任されることができない。

３ 協議会の委員(以下「協議会委員」という。)は、次に掲げる者のうちから、

教育委員会が任命する。

⑴ 保護者

⑵ 地域住民等

⑶ 対象学校の運営に資する活動を行う者

⑷ 対象学校の校長

⑸ 対象学校の教職員

⑹ 学識経験者

⑺ 前各号に掲げる者のほか、教育委員会が適当と認める者

４ 協議会委員は、１０人以内とする。ただし、教育委員会が特に必要と認め

たときは、１５人以内において、必要な数とする。

５ 対象学校の校長は、第３項の協議会委員の任命について、協議会委員とし

て適当と認める者を教育委員会に推薦することができる。

６ 協議会委員の辞職等により、必要があると認める場合には、教育委員会は

新たな協議会委員を任命することができる。

７ 協議会委員は、地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号)第３条第３項

第２号に定める特別職の非常勤の職員とする。

（任期）

第９条 協議会委員の任期は、任命の日から当該年度の末日までとし、再任を

妨げない。



２ 前条第６項により任命された協議会委員の任期は、前任者の残任期間とす

る。

（運営）

第１０条 会長は、協議会を招集し、会務を総理する。

２ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。

３ 会長は、必要があると認めるときは、協議会委員以外の者の出席を求め、

又は他の方法で意見を聴くことができる。

４ 会長は、協議会委員の過半数の出席がなければ会議を開くことができない。

５ 協議会の議事は、出席した協議会委員の過半数で決し、可否同数のときは

会長の決するところによる。

６ 議決事項について利害関係を有する協議会委員は、当該議決事項に関して

議決権を有しない。

７ 会長は、会議録を作成し、教育委員会に報告するものとする。

（守秘義務等）

第１１条 協議会委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職

を退いた後も同様とする。

２ 前項のほか、協議会委員は、次に掲げる行為をしてはならない。

⑴ 協議会委員たるにふさわしくない非行を行うこと。

⑵ 協議会委員としての地位を営利行為、政治活動、宗教活動等に利用する

こと。

⑶ 前２号に掲げるもののほか、協議会及び対象学校の運営に著しく支障を

及ぼす言動を行うこと。

３ 第１項に定める職務上知り得た秘密については、以下のとおり例示する。

⑴ 個人情報に係る事項

⑵ 教職員の任用に係る事項

⑶ 非公開とした会議に係る事項

⑷ 会議資料等で部外秘とされている事項

４ 前項に挙げた例に限らず、職務上知り得た秘密に該当するか否かは、個別

の事象に応じて、教育委員会が判断するものとする。



（報酬）

第１２条 協議会委員の報酬は、長久手市特別職の職員で非常勤のものの報酬

及び費用弁賞に関する条例（昭和３６年長久手村条例第２号）の規定に基づ

き、教育委員会が別に定める。

（解任）

第１３条 教育委員会は、本人から辞任の申し出があったときのほか、次のい

ずれかに該当すると認められるときは、協議会委員を解任することができる。

⑴ 第１１条の守秘義務等に違反したとき。

⑵ 協議会委員が心身の故障のため職務を遂行することができないとき。

⑶ 前２号に掲げるもののほか、解任に相当する事由があると認められると

き。

２ 対象学校の校長は、本人から辞任の申し出があったとき又は協議会委員が

前項各号のいずれかに該当すると認めるときは、速やかに教育委員会に報告

しなければならない。

３ 教育委員会は、協議会委員を解任する場合には、その理由を示さなければ

ならない。

（研修）

第１４条 教育委員会は、協議会委員に対して、協議会及び協議会委員の役割、

責任等について正しい理解を得るために必要な研修等を行うものとする。

（会議の公開）

第１５条 協議会の会議は、次に掲げる事項について審議する場合を除き、公

開する。

⑴ 対象学校の教職員の任用に関する事項

⑵ 前号に掲げる事項のほか、個人情報を扱う等特別の事情により、会長が

適当でないと認める事項

２ 会議を傍聴しようとする者（以下「傍聴人」という。)は、あらかじめ、会

長に申し出なければならない。

３ 傍聴人は、次の事項を守らなければならない。

⑴ 議場における発言に対し批評を加え、又は可否を表してはならない。

⑵ 騒ぎたて、議事を妨害してはならない。



⑶ 写真、映像等を撮影し、又は録音等をしてはならない。ただし、会長の

許可を得た場合はこの限りではない。

⑷ 携帯電話及びパソコン等の情報通信機器の電源を切らなければならない。

⑸ 前各号に定めるもののほか、議場の秩序を乱し又は会議の妨害となるよ

うな行為をしてはならない。

４ 会長は、会議の途中で第１項各号に規定する事項について審議する場合又

は前項に規定する行為があったと認める場合は、傍聴人を退場させることが

できる。

（会議の開催）

第１６条 会議は、原則年３回開催するものとする。

２ 前項の規定は、特段の事情等がある場合にはこの限りではない。

（運営に必要な事項等）

第１７条 協議会は、法令及び教育委員会が定める規則並びにその設置目的に

反しない範囲において、運営に必要な事項を定めることができる。

２ 協議会は、その定めるところにより、部会等の必要な組織を置くことがで

きる。

（協議会の適正な運営を確保するために必要な措置）

第１８条 教育委員会は、協議会の運営状況について的確に把握し、必要に応

じて指導及び助言を行うとともに、協議会の運営が適正を欠くことによって

対象学校の運営に現に支障が生じ、又は生ずるおそれがあると認められる場

合には、協議会の適正な運営を確保するための措置を講じなければならない。

２ 教育委員会及び対象学校の校長は、協議会が適切な合意形成を行うことが

できるよう必要な情報提供に努めなければならない。

（委任）

第１９条 この規則に定めるもののほか、必要な事項は、教育委員会が別に

定める。

附 則

この規則は、令和７年７月１日から施行する。



資料２
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資料４







No. 受付日 団体名 事業名 開催期日・会場 事業の目的・対象・内容等 入場料等
新規
継続

前回実績 審査結果 

1 R7.4.8 瀬戸音楽協会
第36回愛知県尾東音楽コ
ンクール

R7.8.9～R7.8.10
瀬戸文化センター（文化ホール）

＜目的＞
音楽を通して、地域の文化的発展を図るとともに、健全で
豊かな情緒と音楽水準の工場を目指すこと

＜対象＞
幼児・小学生・中学生・高校生・大学生・一般

＜内容＞
ピアノ発表の実施

入場料無料
参加費7,000円

継続6年目 R6.4.16
R7.5.2

後援（専決処
分）

2 R7.4.15 真徳会 第30回真徳会書展
R7.8.1～R7.8.3
長久手市中央図書館２階　ギャラ
リー

＜目的＞
芸術書の展示を通して、書くこと見ることの楽しさと自分
らしさ（個性）を加味した表現力を探求し、生涯教育の一
環としてだけでなく、書芸術の普及に寄与し、長久手市の
文化の一端を担っていくこと

＜対象＞
幼少～一般

＜内容＞
各自の課題に合わせて、毛筆・硬筆による、額装・軸装・
巻子仕立て・団扇書き・大書書き・仮名書きなど、表現方
法も様々に書作品を展示する

無 継続6年目 R6.4.18
R7.5.2

後援（専決処
分）

後援・推薦に係る審査結果報告書
資料５



No. 受付日 団体名 事業名 開催期日・会場 事業の目的・対象・内容等 入場料等
新規
継続

前回実績 審査結果 

3 R7.4.18
国際交流音楽祭実行
委員会

国際交流音楽祭 2025 in 
大雄院

R7.6.29
道了山　大雄院

＜目的＞
在日外国人と子供を対象に身近な国際交流 音楽と伝統文
化を媒体に日本のおもてなしと子供たちには異国文化との
体験で相互交流的な触れ合い、身近な国際交流の体験する
こと

＜対象＞
在住の外国籍の方々、及び、若い子育て親子、祖父母

＜内容＞
会場となる大雄院が持つ歴史的寺院文化風土を生かし、親
子､外国人ゲストへのおもてなしとして日本茶体験、お琴
など邦楽歓迎演奏で日本伝統文化を提供しながら、内外演
者様ご協力による演奏や歌、舞踊、参加国による民族衣装
パフォーマンスやお国自慢クイズなどで異文化交流をする

無 新規 -
R7.5.2

後援（専決処
分）

4 R7.4.16 株式会社クロノス 2025年度口論義マルシェ
R7.5.10
口論義運動公園

＜目的＞
地域の皆様に施設を認知していただき、スポーツ以外で近
隣の皆様の活躍と披露の場を作り地域の活性化と親交を目
指すこと

＜対象＞
園児、小学生等の地域の方々

＜内容＞
長久手市と日進市に位置する愛知県口論義運動公園はス
ポーツ施設として利用されているが、長久手市には新しく
転居してきている方も多く施設が認知されていない為、ス
ポーツ利用以外で地域の方々にも参加して頂きながら地域
密着型のイベントを実施する。近隣地域の方々に募りキッ
チンカーやテントブースで出店し、キッズダンスや地域団
体のステージ披露を行う。小学生が参加できるワーク
ショップも多数用意する。

無 継続5年目 R6.4.18
R7.4.21

後援（専決処
分）

5 R7.4.18 株式会社メニコン
お子様向け目の健康教育
イベント『みるパーク』

R7.5.17
長久手市中央図書館

＜目的＞
お子様の近視が社会問題になっており、親子や家族で目の
大切さを議論する機会の提供し、明日からできる行動変容
を促すこと

＜対象＞
主として、就学前および小学生およびそのご家族

＜内容＞
目の仕組みや見ることの原理を実験で体験し、近視進行抑
制に効果がある日常的な取り組みについて案内する

無 新規 -
R7.5.2

後援（専決処
分）



No. 受付日 団体名 事業名 開催期日・会場 事業の目的・対象・内容等 入場料等
新規
継続

前回実績 審査結果 

6 R7.4.25
愛知サマーセミナー
実行委員会

第３６回愛知サマーセミ
ナー

R7.7.19～R7.7.21
名古屋中学・高等学校、至学館高
等学校

＜目的＞
先生や生徒だけでなく、父母や市民も一緒になって教えた
いことを教え、学びたいことを学ぶことのできる場を創る
こと。

＜対象＞
興味のある方

＜内容＞
先生や生徒だけでなく、父母や市民も一緒になって教えた
いことを教え、学びたいことを学ぶ「夢の学校」をテーマ
に、人と交わり自ら体験することのできるイベント。

無 継続2年目 R6.6.17
R7.4.30

後援（専決処
分）

7 R7.4.7
一般社団法人おやこ
ラボ

こどもの未来応援講座
R7.6.12
福祉の家

＜目的＞
社会貢献事業の一環として子育て世代に役立つ講座の開催 
するため

＜対象＞
０～６歳のお子様を持つ保護者様

＜内容＞
子どもの脳の発達段階や個性・才能に合わせた声掛け、接
し方などの子育て方法がわかる講座。
子どもたち一人一人の個性や才能を最大限に活かし、互い
を認め合い明るく笑顔にあふれた未来を実現するため、社
会貢献事業の一環として、一人でも多くの子育て中のマ
マ・パパさんに様々な子育
て講座や子育てに関するお金の勉強、お役に立つ情報や環
境を提供する

無 継続3年目 R5.10.6
R7.5.12

後援（専決処
分）

8 R7.5.9 ハイスト
歴史カードハイスト体験
会＆大会

R7.6.21
長久手市公民館 研修室

＜目的＞
市内の子どもたちに楽しく歴史を学ぶ機会を提供する

＜対象＞
小学校2年生～中学校3年生

＜内容＞
市内小中学校に寄贈した歴史カードのレクチャー会、使用
会

無 継続1年目 R7.4.29
R7.5.12

後援（専決処
分）



No. 受付日 団体名 事業名 開催期日・会場 事業の目的・対象・内容等 入場料等
新規
継続

前回実績 審査結果 

9 R7.5.10 NPO法人楽知ん研究所
親子孫で〈たのしい仮説
実験〉講座

R7.7.19～R7.7.20
岡崎コンファレンスセンター
R7.7.26～R7.7.27
東桜会館
R7.8.9～R7.8.10
愛知県立芸術大学

＜目的＞
子どもから大人までが本格的な科学入門教育の講座を体験
することで、知的に楽しい時間をつくり、長久手市の親子
孫の生涯学習に寄与するため

＜対象＞
小学生以上の親子孫。小学生のみの参加不可。

＜内容＞
仮説実験授業の授業書〈自由電子が見えたなら〉を，当団
体の製作する実験セットとともに体験する。ボランティア
大学生（愛知県立芸術大学・名古屋大学・名古屋工業大
学）もスタッフとして受け入れており、異なる世代が一緒
に学びあう場を継続的に提供する

親子1組あたり2,200円
×4コマ

継続5年目 R6.3.21
R7.5.13

後援（専決処
分）

10 R7.5.2
ネイチャークラブ東
海

モリコロパーク　パート
ナー夏祭り

R7.7.26～R7.7.27
愛・地球博記念公園

＜目的＞
施設に登録するパートナーが協力し合ってイベントを開催
し交流を深め、来園者に日頃の活動を知ってもらう。

＜対象＞
制限なし

＜内容＞
モリコロパークでボランティア活動を行う団体と共に行う
イベント

無 継続3年目 R7.1.17
R7.5.13

後援（専決処
分）

11 R7.3.19 株式会社　中広
中学生のお仕事読本「お
仕事ブック」制作・発行
事業

R7.6.27

＜目的＞
中学１年生を対象としたキャリア教育をサポートする副読
本の発行、活用の推進

＜対象＞
長久手市内の中学１年生

＜内容＞
企業の業務内容や社会での役割等を紹介し、地域の仕事、
産業の魅力を生徒達に分かりやすく伝え、仕事への関心を
育むと共に将来の地元での就職を促す。

無 新規 -
R7.5.2
不許可
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みどりの推進課報告事項（５月実施）

平成こども塾プログラム

［一般プログラム］

№ 日 曜日 プログラム名 定員 子ども 大人 未就学 備考
()内はｻﾎﾟｰﾄ隊班

1 5月4日 日
アフリカの楽器カリン
バを作ろう

15 5 7 
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(創作班)

2 5月11日 日
メッセージカードフ
レームを作ろう

20 4 3 
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(創作班)

3 5月18日 日 茶摘み・手もみ体験 15 16 13 
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(自然班)

4 5月25日 日 布草履を作ろう 20
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(創作班)

5 5月30日 金 ホタルの観察会① 15
夜間実施　　　　

ｻﾎﾟｰﾄ隊

(創作班)

6 5月31日 土 ホタルの観察会② 15
夜間実施

ｻﾎﾟｰﾄ隊

(自然班)

計 25 23 0 48

［会員制プログラム］

№ 日 曜日 プログラム名 年間会員 子ども 大人 未就学 備考
()内はｻﾎﾟｰﾄ隊班

1 5月3日 土 こどもファーム
（夏野菜植付け）

27 17 7 2 
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

2 5月10日 土 こどもファーム
(代かき）

27 26 12 2 
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

3 5月17日 土 こどもファーム
(田植え)

27 25 15 1 
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

4 5月24日 土 こどもファーム
(田畑の管理）

27
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

5 5月31日 土 こどもファーム
(田畑の管理）

26
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

計 68 34 5 107

［学校連携事業プログラム］

№ プログラム名 子ども 備考 実施回数

1
北小5年
飯盒炊さん、カレー
ライス作り

124 4

計 124 134 4

（単位/人）令和７年５月２３日現在　

日（曜日） 大人

5月20日(火)～
23日(金)
5月27日(火)～
28日(水)

10

10

資料７



みどりの推進課報告事項（６月実施予定）

平成こども塾プログラム

［一般プログラム］

№ 日 曜日 プログラム名 定員 子ども 大人 未就学 備考
()内はｻﾎﾟｰﾄ隊班

1 6月1日 日 竹の筆箱を作ろう 30
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(創作班)

2 6月1日 日 水辺の里山散策 25
平成こども塾

プログラム

3 6月22日 日
金魚のモビールと七夕
飾り作り

20
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(創作班)

計 0 0 0 0

［会員制プログラム］

№ 日 曜日 プログラム名 年間会員 子ども 大人 未就学 備考
()内はｻﾎﾟｰﾄ隊班

1 6月7日 土 こどもファーム
(さつまいも植付け）

27
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

2 6月14日 土 こどもファーム
(田畑の管理）

27
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

3 6月21日 土 こどもファーム
(田畑の管理）

27
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

4 6月28日 土 こどもファーム
(田畑の管理)

27
ｻﾎﾟｰﾄ隊

(食と農班)

計 0 0 0 0

［学校連携事業プログラム］

№ プログラム名 子ども 備考 実施回数

1
西小5年
飯盒炊さん、カレー
ライス作り

2
長小5年
飯盒炊さん、カレー
ライス作り

3
Nハウスあい
ピザ作りとモルック

4
東小5年
飯盒炊さん、カレー
ライス作り

5
市が洞小5年
飯盒炊さん、カレー
ライス作り

計 0 0 0

（単位/人）　令和７年５月２３日現在

日（曜日） 大人

6月3日
（火）、４日
（水）、17日
6月10日(火)、
11日(水)、13
日(金)

6月12日(木)

6月18日(水)～
20日(金)

6月24日(火)～
27日(金)

0



実施回数 合計 0 

予定回数 6 14 1 0 4 5 13 6 11 12 0 合計 72

学校連携プログラムの実施 学校連携プログラムの実施

日程等調整 次年度実施内容・日程等調整

事前打合せ（随時） 事前打合せ（随時）

学校連携プログラムの実施 学校連携プログラムの実施

学校連携プログラムの実施（5月～翌年2月）

現講師に知り合いを勧誘してもらう（4月から随時）。

プログラム参加者の保護者への勧誘（4月から随時）

こども塾だより発行、市ホームぺージ、きずなネットの更新（毎月1回 月の下旬発行）

大人向けプログラム実施時に参加者を勧誘

生涯学習情報紙発行 生涯学習情報紙発行

　

令和7年5月23日現在

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年度平成こども塾事業進捗状況管理表 　　　　　　　　　　　　No.１/2

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

学校連携プログラムの実施

現職教育研修(案)

学校連携プログラムの実施

現職教育研修(案)

大人向けプログラム実施 大人向けプログラム実施

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

1

学校連携プロ

グラム実施事

業

こども達に地域

の歴史、文化、

食等に触れる機

会の創出

長久手の歴史、文

化、食等を子どもた

ちに分かりやすく教

え、体験させる。

（学校連携プログラ

ム数：当初予定72

回）

1  飯ごう炊さんをする。

    (湯せん調理を含む。)

2  おこしもの作りをする。

3  餅つきをする。

4  五平餅を作る。　

5  焼き芋を作る。

6  カスタネットとどんぐり

 やじろべえを作る。

7  走る木車を作る。　　

8  松ぼっくりのクリスマス

 ツリーを作る。

10  竹林体験をする。

11  昔の遊びを体験する。

4/17 第1回小学校連携運営

  委員会開催               

4/24 北小打合せ　　　　　　　

4/30長小打合せ　　　　　　　　

5/1市が洞小打合せ　　　　　

5/12西小打合せ　　　　　　

5/15東小打合せ　　　　　　

5/22Nハウス打合せ

多世代がふれあ

える場の創出

長久手市立の小学校

に通う児童が６年間

に３回、こども塾で

の体験を通じ、多世

代と交流する。

上記のプログラム体験を通

じて大人である講師やボラ

ンティアとの交流を深め

る。

平成こども塾事

業に関わる講師

やボランティア

の充実

学校連携講師及びサ

ポート隊員を確保

（目標3人）すると

ともに、近年の加入

者の定着を目指す。

1　現講師に知り合いを勧誘 

 してもらう(随時)。

2　プログラム参加者の保護

　者への勧誘(随時)

3　平成こども塾だより、市

　広報・ホームぺージ､きず

　なネット更新(毎月1回)､

　生涯学 習情報誌(春秋計

　年2回)等の広報での人材

　募集記事

　の掲載

4　大人向けプログラムの実

　施(年2回)とサポート隊へ

　の勧誘

5　 報道機関へのプログラ

　ムの周知（随時）　　

(１)生涯学習情報誌に人材募

集記事を掲載　　　　　　　　　

(２)こども塾だよりに掲載



　先進地等見学 打合せ

起案作成（依頼文・案内送付）

プレーパーク先進地見学

お礼状送付・ﾆｭｰｽﾚﾀｰ作成

　体験会の実施 開催準備

講師内定・決定、契約 　

打合せ

講演内容打合せ、タイトル決定等 体験内容最終打合せ

チラシ作成

周知活動（塾だより配布、きずなネット配信等）

体験会実施、講師料支払起票

ﾆｭｰｽﾚﾀｰ作成

　支援内容

随時

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　令和7年度平成こども塾事業進捗状況管理表 　　　　　　　　　　　                 　     No.2/2

年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

※　「長久手里山プラン」、「長久手市里山基本計画」及び「平成こども塾マスタープラン」に基づいてそれらの推進を図る。

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

5/6お試しプレーパーク　

開催（こども17人、大人
13人）

　⑴　プレーパーク運営

　　希望団体から相談が
　　あれば随時意見交換

　　・協議をする。

　⑵　先進地の運営団体

　　視察　

　⑶　市関係部署との連携
　⑷　プレーリーダー希望

　　者と運営希望団体とマ

　　ッチングを図る。

2

プレーパー

ク(子どもの

自由な遊び
場）の推進

プレーパークの

認知度の向上

プレーパークとは
何かを地域の人に

知ってもらう。

運営団体プレー
リーダー、の発

掘、育成

プレーパークを運

営希望する団体や
プレーリーダーに

なりたい人を支援

する。



長久手市中央図書館 事業報告（５月分）

おはなし会

　※「ジブリの森」（ジブリ関連図書及びDVDの展示）は棚24番（カウンター前）で令和4年7月から常設展示

他課等への団体貸出

その他

事業名 日時 参加人数

乳幼児向けおはなし会（なんじゃもんじゃ）
５／１（木）
11：00～11：30

２３人

大人のおはなし会〔読書会〕（朗読の会吾亦紅）
５／６（火・祝）
10：30～11：30

１９人

おはなし会〔幼児から低学年〕（朗読の会吾亦紅）
５／１０（土）
10：30～11：10

５１人

乳幼児向けおはなし会（おはなしペンギン）
５／１５（木）
11：00～11：30

１２人

乳幼児向けおはなし会（まほうのたまご）
保健師育児相談

５／１６（金）
11：00～11：30

１２人

おはなし会〔幼児から低学年〕（なんじゃもんじゃ）
５／１７（土）
10：00～10：30

１２人

乳幼児向けおはなし会（なんじゃもんじゃ）
５／１７（土）
11：00～11：30

１１人

英語の絵本のおはなし会〔子どもから大人まで〕
（レディバグ）

５／２４（土）
10：30～11：00

人

閲覧室内企画展示
テーマ 内　容 実　績

昭和、あれこれ

 「昭和100年」と「戦後80年」の節目の年であ
り、大阪・関西万博が開催されることにちなみ、
1970年の大阪万博をはじめ、昭和時代の歴史
や文化など大人向けの本を100冊程度展示

4/23～5/15で貸出冊数１６８冊
貸出回転率１６８％
コメント：NHK朝ドラの主人公、やなせたかしさんの
関連本も展示。男女問わず貸出が多い印象。4/29
「昭和の日」もあり、時期的に合ったテーマだった。

さぁ、でかけよう！

外出する機会が多くなる季節に、花見や遠足、
ピクニック、旅行など思わず外に飛び出したく
なる楽しい絵本、児童読み物や知識の本を２５
０冊程度展示

3/26～5/15で貸出冊数３４９冊
貸出回転率１４０％
コメント：暖かく気候が良い季節に合わせ、子どもに
人気の乗り物、虫の絵本も織り交ぜて展示した。特
に絵本が好評だった。

　上郷児童館へ乳幼児向け用の絵本選書 　５／１５（木）上郷児童館プレイルーム用絵本３０冊（貸出１２０日間）の選書協力

　保育園へ絵本選書 　市内保育園６園に月一回以内で、５冊ずつの絵本を選書し市役所連絡箱経由で貸出

　ボランティアによる
　ブックスタート配布と読み聞かせ

　３．４か月児健診会場５／９（金）、５／２３（金）各ボランティア４名
（Ｒ７．４からボランティアによるブックスタートパックの配布と読み聞かせを稼働）

　市内小学校３年生 図書館見学
　５／２１（水）、２２（木）、２３（金）　北小　１６９名
　５／２９（木）、３０（金）　長小　８４名

　保育園ボランティア活動 　長湫北保育園へ３回、２名のボランティアによる絵本の修理と読み聞かせ活動

資料資料８



６月の予定

おはなし会

閲覧室内 企画展示

他課等への団体貸出

その他

事業名 日時・備考

大人のおはなし会〔読書会〕（朗読の会吾亦紅）
６／３（火）

10：30～11：30

乳幼児向けおはなし会（なんじゃもんじゃ）
６／５（木）

11：00～11：30

おはなし会〔幼児から低学年〕（朗読の会吾亦紅）
６／１４（土）

10：30～11：10

乳幼児向けおはなし会（おはなしペンギン）
６／１９（木）

11：00～11：30

乳幼児向けおはなし会（まほうのたまご）
６／２０（金）

11：00～11：30

おはなし会〔幼児から低学年〕（なんじゃもんじゃ）
６／２１（土）

10：00～10：30

乳幼児向けおはなし会（なんじゃもんじゃ）
６／２１（土）

11：00～11：30

英語の絵本のおはなし会〔子どもから大人まで〕（レディバグ）
６／２８（土）

10：30～11：00

テーマ 内　容

５月の展示を継続

　青少年児童センターへ乳幼児向け用の
　絵本選書

　６／１９（木）プレイルーム用絵本３０冊（貸出１２０日間）の選書協力

　「Ｎ－ハウスあい」への本選書 　６／２６（木）「Ｎ－ハウスあい」へ３０冊（貸出６０日間）の選書協力

　保育園へ絵本選書 　市内保育園６園に月一回以内で、５冊ずつの絵本を選書し市役所連絡箱経由で貸出

　市が洞小校区共生ステーション 　６／５（木）市が洞小校区共生ステーション職員による選書で３０冊貸出

　市内小学校３年生 図書館見学 　６／１０（火）、１１（水）　西小

　ボランティアによる
　ブックスタート配布と読み聞かせ

　３．４か月児健診会場６／２０（金）ボランティア４名
（Ｒ７．４からボランティアによるブックスタートパックの配布と読み聞かせを稼働）

　保育園ボランティア活動 　長湫北保育園へ３回、２名のボランティアによる絵本の修理と読み聞かせ活動



令和７年度 中央図書館 事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

3
図書館ホーム
ページの充実化

ホームページが
わかりにくい

年間閲覧者数を
48万人以上とする。

ホームページの更新を年間で６０
回実施する。
（委託職員と協働で実施）

＜更新内容＞
・5月おはなし会案内2種
類
・テーマ展示紹介
・新着図書（4回）5/11ま
で

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

1 本の修理
良質な状態の蔵
書を長く使用した
い

破損した本を年間で
2,000冊修理する。

１.返却時等の破損確認（毎日・委
託職員）

２.修理又は買替の選択、図書
データ変更（毎日・委託職員）

３.図書修理ボランティアに修理依
頼（毎日・ボランティア）

４.修理完了の確認（週１回・委託
職員及び市職員）

５.図書データ復帰、閲覧室へ戻
す（週１回・委託職員）

一週間あたり８人程度の
図書修理ボランティアが
本の修理を行った。

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

より良い職場環境づく
り運動の取組項目

2
本の展示の実
施

本の魅力を伝える
機会が少ない

テーマ展示本の貸
出回転率を１．２と
する。
（展示冊数の１．２
倍）

図書館員が企画した展示の実施
（委託職員と協働で実施）

・閉架の図書も展示図書に組み
込む
・.選定したテーマに基づき本を専
用スペース等に展示
・展示本の位置情報の変更入力
処理や、人目を引くディスプレイ
をし、利用者が手に取りやすくす
る

①棚27番（一般書架）
「昭和、あれこれ」
②北玄関棚（児童書架）
「さぁ、でかけよう！」

教育振興基本計画
基本施策9「魅力ある
図書館づくり」
①図書館利用の促進

4 延滞対策事業 延滞本が多い

月次集計（30日～3
年）時点での延滞冊
数を50冊以内とす
る。

１.延滞者に督促はがきを毎週郵
送（委託職員）
白色はがき：15日以上30日未満
黄色はがき：30日以上100日未満

２.100日以上の延滞者へ封書に
よる督促

３.40日以上の延滞者、及び15日
以上延滞が10回以上の延滞者
は貸出禁止措置後、次回貸出時
に職員から厳重注意（マナー説
明、イエローカードを渡す、返却
日お知らせメール周知）

４.新規登録者に延滞注意喚起
と、再貸出・館外返却ポスト・返却
日お知らせメールの周知をする
（委託職員）

・貸出禁止措置
40日以上  2件

15日延滞10回以上  1件

延滞者に督促はがきを毎週郵送（通年）10日以上100日未満

新規登録者に延滞注意喚起、返却日お知らせメールを周知（通年）

集計と検証（毎月）30日以上3年未満の合計

ホームページ更新回数

修理冊数

テーマ展示本の貸出回転率（％）

165冊

①309%

②140%

7回

15冊

258冊

①168%

7回

13冊
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予算執行･入札

予算執行 入札仮契約 本契約

契約 工事 完了

<外部工事> 準備工 外壁改修 屋上防水 外構 検査 手直し 完了

<内部工事> 管理・特別教室棟 検査 手直し 完了

打合 打合 打合 打合 打合 打合 打合 打合 打合 打合 打合 打合

声かけ・指導の実施（毎月）

前年度月45時間超過人数

小101人 小88人 小80人 小30人 小0人 小58人 小83人 小54人 小22人 小28人 小43人 小40人

中85人 中82人 中71人 中31人 中0人 中45人 中64人 中50人 中21人 中22人 中32人 中13人

小104人

中70人

令和７年度教育総務課事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

小104人

中70人

事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

1
学校施設の長
寿命化対策

建物の長寿命
化改修工事の
年度内完了及
び学校改修工
事に併せた多
目的室の整備

長久手小学校建物
改修工事（Ⅰ期工
事）で建物の長寿命
化をするための外
部、内部の改修工
事を校舎構造ごとに
計４か年で実施す
る。その際、敷地内
で駐車場整備のた
めの整備等外構に
ついても一部改修
工事を実施する。　　　　　　　　　　　　　

①契約事務（仮設職員室）

①契約事務（校舎等）

②仮職員室工事

②屋上防水、外壁改修工
事等（校舎等）

③内部改修工事

④定例打合せ

①仮設職員室の通知を
5/7より開始し、5/14に開
札を行い市内のえびの通
信建設(株)に決定しまし
た。

①校舎等工事の入札参加
資格申請の受付締切りを
4/24に行い5者の申請が
あり、5/14に開札を行い、
名古屋市の(株)前田工務
店に仮決定しました。

教育振興基
本計画

基本目標Ⅲ
子どもの学び
を支える教育
環境の整備
基本施策⑵

安全で快適な
学習環境づく

り

2
勤務時間の適

正化

全教職員につ
いて、在校時
間超過時間を
月45時間、年
360時間以内に
する。

在校時間が月45時
間を超過している教
職員数を小学校、中
学校ごとに把握し、
要因を分析する。

①在校時間が月45時間を
超過している全ての教職員
に対して、管理職から声か
け・指導の実施

②校長会、教頭部会におい
て、在校時間の状況を伝え
るとともに、対応策の情報
共有を実施

４月在校時間が月45時間を
超過している教員の人数
　・小学校   104人（41.6%）
　・中学校    70人（55.1%）　

【5/23現在】５月在校時間が
月45時間を超過している教
員の人数
　・小学校   39人（16.0%）
　・中学校   40人（30.8%）

（関連）
教育振興基

本計画
基本目標Ⅲ

子どもの学び
を支える教育
環境の整備
基本施策⑸
教育多忙化
解消への取
組の推進
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令和７年度教育総務課事業進捗状況管理表
年間スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
事業名 課題 目標 実施項目 進捗状況・結果 備　考

部活動検討委員会

第１回（5/1） 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

新入生への説明

生徒募集・見学会 アンケート アンケート結果周知 活動周知

意見交換 意見交換 意見交換 意見交換 意見交換 意見交換 意見交換

関係団体等への協力依頼

設立準備 設置

活動開始

3
地域クラブ運
営事業

中学校の休日
の部活動を大
きなトラブルな
く運営する。

様々な諸課題をそ
の都度協議して対
応し、混乱なく運営
する。

①部活動検討委員会で諸
課題を協議

②市ホームページなどで活
動周知

③運営事業者との情報交
換

・4/27　１年生体験会

・5/10～１年生活動開始

（関連）
教育振興基

本計画
基本目標Ⅲ

子どもの学び
を支える教育
環境の整備
基本施策⑸
教育多忙化
解消への取
組の推進

4
コミュニティス
クール事業

コミュニティス
クールの設置

２校に設置

①関係団体等への協力依
頼

②コミュニティスクールの設
置

③設置した学校で活動開
始

・5/11西小学校区まちづくり
協議会（定例委員会）で概要
説明

教育振興基
本計画

基本目標Ⅳ
地域・家庭・
学校の連携

強化と協働の
仕組みづくり
基本施策⑴
長久手版コ
ミュニティ・ス
クール設置に
向けた仕組み

づくり
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